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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 16,006 14.3 1,273 15.4 1,710 61.0 1,436 92.2

2022年3月期第2四半期 13,998 32.1 1,103 48.7 1,062 44.1 747 35.4

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　3,607百万円 （274.3％） 2022年3月期第2四半期　　963百万円 （74.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 102.26 ―

2022年3月期第2四半期 53.20 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第2四半期 45,051 33,836 75.1 2,408.69

2022年3月期 41,574 30,418 73.2 2,165.40

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 33,835百万円 2022年3月期 30,418百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 13.50 ― 13.50 27.00

2023年3月期 ― 14.00

2023年3月期（予想） ― 14.00 28.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,000 15.1 2,500 27.8 2,900 42.9 2,300 53.0 163.73

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

業績予想については、本日（2022年11月２日）公表の「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 ― 社 （社名） 、 除外 2 社 （社名）
福泰克（深セン）電子有限公
司、福泰克-楽庭有限公司

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（当四半期連結累計期間における重
要な子会社の子会社の異動」をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 17,627,800 株 2022年3月期 17,627,800 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 3,580,415 株 2022年3月期 3,580,415 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 14,047,385 株 2022年3月期2Q 14,047,418 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、11月17日（木）に四半期決算説明会を開催する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響から経済社会活動の正常化

が進む中で緩やかに持ち直しましたが、急速な円安の進行の影響等、先行きが不透明となっております。

　海外経済においても緩やかな持ち直しが続いておりますが、各国の金融引締め、物価上昇、供給面での制約等に

より先行きが不透明となっております。

　当社グループを取り巻くエレクトロニクス業界におきましては、半導体関連の設備投資は好調に推移しました。

産業機器市場は堅調に推移し、車載市場において半導体や部材の調達難による生産停滞が生じました。また、部材

価格の高騰、供給の逼迫等により先行きが不透明な状況が続いております。

　このような環境の下、売上高は160億６百万円（前年同期比14.3％増）となりました。売上高が増加したことに

より、営業利益は12億73百万円（同15.4％増）となりました。円安による為替差益により、経常利益は17億10百万

円（同61.0％増）となりました。固定資産売却益５億64百万円（特別利益）、為替換算調整勘定取崩額１億44百万

円（特別損失）により、親会社株主に帰属する四半期純利益は14億36百万円（同92.2％増）となりました。

　主なセグメント別の業績は、次のとおりです。

（電線・加工品）

　半導体検査装置用ケーブルは引続き売上が堅調に増加し、産業機器用ケーブルをはじめ、その他ケーブル全般の

売上も伸長しました。車載用ケーブルは自動車メーカの生産減の影響を受けましたが、為替換算の影響もあり売上

増加となりました。エネルギー産業関連ケーブルは第１四半期連結累計期間に生じた北米市場における部材調達難

の影響がありましたが、為替換算の影響もあり売上増加となりました。以上により、売上高は139億47百万円（前

年同期比13.0％増）となりました。売上の増加等により、セグメント利益は13億36百万円（同6.1％増）となりま

した。

（電子・医療部品）

　ネットワーク機器は専門用途品の売上が伸長しました。医療用特殊チューブについても新型コロナウイルス感染

症の影響から回復したことにより売上が微増となりました。以上により、売上高は20億45百万円（前年同期比

26.7％増）となりました。半導体部品の調達難はありましたが、売上が増加したことによりセグメント利益は３億

75百万円（同58.6％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ34億77百万円増加し、450億51百万円となり

ました。主な増加は、原材料及び貯蔵品14億29百万円、受取手形、売掛金及び契約資産12億８百万円、現金及び預

金が11億95百万円、商品及び製品６億74百万円であり、主な減少は、土地15億10百万円であります。

　当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ59百万円増加し、112億15百万円となりまし

た。主な増加は、未払法人税等３億41百万円、賞与引当金１億63百万円であり、主な減少は、長期借入金４億35百

万円であります。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ34億18百万円増加し、338億36百万円となり

ました。主な増加は、為替換算調整勘定23億28百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益14億36百万円であり、

主な減少は、利益剰余金の配当１億89百万円、その他有価証券評価差額金１億51百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の通期の業績予想につきましては、2022年５月10日公表の連結業績予想を修正しております。詳細

につきましては、本日公表の「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,581 9,777

受取手形、売掛金及び契約資産 7,890 9,099

有価証券 201 300

商品及び製品 2,264 2,938

仕掛品 862 875

原材料及び貯蔵品 3,966 5,395

その他 1,211 660

貸倒引当金 △3 △5

流動資産合計 24,973 29,041

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,774 5,099

機械装置及び運搬具（純額） 4,349 4,798

土地 2,402 891

その他（純額） 1,975 2,298

有形固定資産合計 13,502 13,088

無形固定資産 943 1,004

投資その他の資産 2,154 1,916

固定資産合計 16,600 16,009

資産合計 41,574 45,051

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,965 2,830

短期借入金 2,163 2,206

未払法人税等 256 598

賞与引当金 61 224

災害損失引当金 8 0

その他 1,264 1,327

流動負債合計 6,719 7,188

固定負債

長期借入金 2,269 1,833

退職給付に係る負債 1,997 2,035

役員退職慰労引当金 49 47

その他 120 110

固定負債合計 4,436 4,026

負債合計 11,155 11,215

純資産の部

株主資本

資本金 1,555 1,555

資本剰余金 1,459 1,459

利益剰余金 26,053 27,300

自己株式 △2,340 △2,340

株主資本合計 26,727 27,974

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 613 461

為替換算調整勘定 3,042 5,370

退職給付に係る調整累計額 35 29

その他の包括利益累計額合計 3,690 5,861

非支配株主持分 － 0

純資産合計 30,418 33,836

負債純資産合計 41,574 45,051
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 13,998 16,006

売上原価 10,874 12,453

売上総利益 3,124 3,552

販売費及び一般管理費 2,020 2,278

営業利益 1,103 1,273

営業外収益

受取利息 11 11

受取配当金 17 20

為替差益 － 379

その他 25 50

営業外収益合計 54 462

営業外費用

支払利息 8 13

為替差損 69 －

機械装置除却損 4 5

その他 11 6

営業外費用合計 95 25

経常利益 1,062 1,710

特別利益

固定資産売却益 － 564

特別利益合計 － 564

特別損失

為替換算調整勘定取崩額 － 144

貸倒引当金繰入額 － 3

特別損失合計 － 148

税金等調整前四半期純利益 1,062 2,126

法人税、住民税及び事業税 342 697

法人税等調整額 △28 △7

法人税等合計 313 689

四半期純利益 748 1,436

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 747 1,436

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 748 1,436

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 91 △151

繰延ヘッジ損益 2 －

為替換算調整勘定 125 2,328

退職給付に係る調整額 △3 △5

その他の包括利益合計 214 2,171

四半期包括利益 963 3,607

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 959 3,607

非支配株主に係る四半期包括利益 4 0

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　福泰克（深圳）電子有限公司（住所：中華人民共和国広東省）は清算に伴い、第１四半期連結会計期間より連結

の範囲から除外しております。

　当社の連結子会社でありました福泰克-楽庭有限公司（住所：中華人民共和国香港）は、当社の連結子会社であ

る福泰克香港有限公司（住所：中華人民共和国香港）と合併し消滅したため、当第２四半期連結会計期間より連結

の範囲から除外しております。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

電線・加工
品

電子・医療

部品
計

売上高

外部顧客への売上高 12,338 1,614 13,953 44 13,998 － 13,998

セグメント間の内部
売上高又は振替高

13 7 20 － 20 △20 －

計 12,352 1,621 13,973 44 14,018 △20 13,998

セグメント利益 1,258 236 1,495 22 1,517 △414 1,103

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

電線・加工
品

電子・医療

部品
計

売上高

外部顧客への売上高 13,947 2,045 15,993 13 16,006 － 16,006

セグメント間の内部
売上高又は振替高

40 11 51 － 51 △51 －

計 13,987 2,056 16,044 13 16,057 △51 16,006

セグメント利益 1,336 375 1,711 13 1,724 △451 1,273

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事

業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△４億14百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△３億

96百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
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（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事

業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△４億51百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△４億

８百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

- 8 -

2023年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）


